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秋の運動会
P02 ▶ P03

エコプラザあかいわに
「リユースコーナー」がオープン！

P22

人“いきいき” まち“きらり”



①ザ・玉入れ ②いざ、出陣！ 綱引きだ！ ③キラキラバルーン ④表現「レッツゴー うらじゃまつり」 ⑤親子でなかよく
エッチラオッチラ ⑥競争遊戯「運べ！ ビッグボール！」 ⑦遊戯「そらとべ あおむしくん」 ⑧準備体操「ＺＯＯっと体操」 
⑨リレー「力を合わせて」 ⑩Let なるこ go！～なるこのままに～ ⑪親子競走「親子でヒーハーエクササイズ」
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⑫ハラハラ☆パラシュート ⑬ぼくらは小さな
海賊だ ⑭⑮「祭りだ！ わっしょい！！」 ⑯みんな
で踊ろう「おすわ」 ⑰２人でなかよく（競技） 
⑱組体操「限界突破のその先へ」
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９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬

に
か
け
て
、
市
内
各
地
の
小
学

校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
児
童
・
園
児

た
ち
は
、
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な

ど
の
競
技
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
組
体
操
な
ど
の
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
と
参
加
す
る
リ

レ
ー
や
騎
馬
戦
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
り
、
息
の
合
っ
た

親
子
の
走
り
に
は
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
全
力
で
取
り
組
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
を
、
訪
れ
た
保

護
者
は
う
れ
し
そ
う
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
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情報ボックス
INFORMATION BOX

　

養
蜂
振
興
法
第
３
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
養
蜂
業
者
だ

け
で
は
な
く
、
趣
味
で
蜜
蜂
を

飼
育
し
て
い
る
人
も
「
蜜
蜂
飼

育
届
」
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
届
け
出
の
除
外
規

定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
岡
山
県
備
前
県
民
局
農

畜
産
物
生
産
課
畜
産
班
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
岡
山

県
畜
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.okayam

a.
jp/page/ 349915.htm

l

※
蜜
蜂
飼
育
届
を
提
出
し
な
い
、

ま
た
は
虚
偽
の
届
け
出
を
し

た
と
き
は
、
10
万
円
以
下
の

過
料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
届
出
時
期
／
毎
年
１
月
下
旬

■
届
出
事
項
／
届
出
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場

所
（
地
番
ま
で
記
入
）、
飼
育

予
定
蜂
群
数
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

・
岡
山
県
備
前
県
民
局

　
農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
班

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
２
８

　

酒
類
の
製
造
免
許
を
受
け
ず

に
酒
類
（
例
え
ば
ど
ぶ
ろ
く
）

を
造
っ
た
場
合
は
、
例
え
自
家

用
で
あ
っ
て
も
酒
税
法
違
法
行

為
と
な
り
、
10
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
と
い
う
処
罰
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
た

だ
し
、
梅
酒
な
ど
一
部
の
酒
類

は
除
か
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
製
造
免
許
を
受
け
ず

に
製
造
さ
れ
た
酒
類
と
知
り
な

が
ら
譲
り
受
け
、
所
持
し
て
い

る
人
も
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
「
構
造
改
革
特
別
区
域
（
特

区
）」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
市
町

村
が
あ
り
ま
す
が
、「
特
区
」
内

と
い
え
ど
も
、
ど
ぶ
ろ
く
や
果

実
酒
を
造
る
た
め
に
は
税
務
署

長
か
ら
酒
類
の
製
造
免
許
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
東
税
務
署 

酒
類
指
導
部
門

　
☎
０
８
６（
８
９
７
）３
６
４
７

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
北
出

張
所 

会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
12
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

備
前
県
民
局
管
内
の
社
会
的

課
題
を
解
決
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ラ
ン
を
募
集

し
ま
す
。
優
れ
た
プ
ラ
ン
は
表

彰
し
、
賞
金
を
授
与
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
12
月
５
日
㈮

■
事
業
概
要
／
優
秀
賞
…
最
大

50
万
円
（
２
者
）、
審
査
員
奨

励
賞
…
５
万
円
（
若
干
名
）

■
問
い
合
わ
せ
先

・
備
前
県
民
局
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
８
０

　

http://www.pref.okayam
a.

jp/site/11/

　

10
月
５
日
か
ら
、
岡
山
県
最

低
賃
金
が
、
時
間
額
７
１
９
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
労
働
局 

賃
金
室

　
☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

　

拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

　▷吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター… ☎ 954-2323

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
お
知
ら
せ

蜜
蜂
飼
育
者
の
届
出
制
度

●
お
知
ら
せ

お
酒
を
製
造
す
る
と
き
は

許
可（
免
許
）が
必
要
で
す
！

●
お
知
ら
せ

岡
山
県
最
低
賃
金
の
改
定

●
お
知
ら
せ

12
月
10
日
か
ら
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

●
募
集

備
前
地
域
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
応
援
事
業
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

広島国税局 「不正ガソリン110番」 は   　　0120-283-110 です！

不正ガソリン 「不正ガソリン」とは、正規のガソリンにガソリン
以外のもの（灯油など）を混ぜたもので、揮発油
税の脱税行為になる恐れがあります。

に関する情報をお寄せください!!
◎ガソリンに何かを混ぜて販売している噂を聞いた
◎ガソリンを給油してから、車の調子がおかしい
◎ガソリンの給油時に、変なニオイがした

こんなときには、
すぐお電話ください！

※携帯・PHS OK
こんなとき

世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
場
合

〈
半
額
免
除
〉

・
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯

主
の
場
合

・
重
度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
）
が
世
帯
主
の
場
合

◎「
ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま
」

駐
車
場
利
用
証
交
付
制
度

　

岡
山
県
と
協
定
を
結
ん
だ
身

体
障
害
者
等
用
駐
車
場
で
、
歩

行
困
難
な
人
が
、
優
先
的
に
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

〈
利
用
対
象
者
〉

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
各
障
害

部
分
、等
級
に
よ
り
異
な
る
）、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

・
高
齢
者
（
要
介
護
１
〜
５
）、

け
が
人
、難
病
患
者
、妊
産
婦
、

診
断
書
に
よ
り
歩
行
困
難
と

認
め
ら
れ
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会
福

祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ 

Ｉ
Ｓ 
Ｎ
Ｏ
Ｔ 

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

〜
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
〜
」

で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
検
査

で
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
保
健

所
で
は
無
料
・
匿
名
検
査
を
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
れ
ば
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
と
同
時
に
性
感
染
症

検
査
（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
梅
毒
）

と
肝
炎
検
査
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
10
カ
所
の
拠
点
病
院

で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
拠
点
病
院
で
の
検
査

料
金
は
一
律
千
円
か
か
り
ま
す
。

■
定
例
検
査
日
時
／
毎
月
第
２
・

第
４
木
曜
日
、
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
予
約
制
）

■
検
査
内
容
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒
検
査
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
肝
炎
検
査
以
外
は
匿
名

■
拠
点
病
院
／
川
崎
医
科
大
学

附
属
病
院
、
倉
敷
中
央
病
院
、

岡
山
大
学
病
院
、
岡
山
ろ
う

さ
い
病
院
、
岡
山
医
療
セ
ン

タ
ー
、
南
岡
山
医
療
セ
ン

タ
ー
、
岡
山
済
生
会
総
合
病

院
、
川
崎
医
科
大
学
附
属
川

崎
病
院
、
岡
山
赤
十
字
病
院
、

津
山
中
央
病
院

■
問
い
合
わ
せ
先

・
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　
（
和
気
町
和
気
４
８
７︲

２
）

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
０

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
平
成
16

年
６
月
の
障
害
者
基
本
法
の
改

正
で
、
私
た
ち
が
障
害
者
の
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
と
、
障
害
者
が
生

活
上
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。

　
期
間
は
、「
国
際
障
害
者
デ
ー
」

で
あ
る
12
月
３
日
か
ら
、
国
連

で
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
12
月
９
日
ま
で
の

一
週
間
で
す
。

■「
障
害
者
手
帳
」と
は
？

　
障
害
の
あ
る
人
が
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、

「
障
害
」を
公
的
に
証
明
す
る「
障

害
者
手
帳
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。「
障
害
者
手
帳
」
は
次
の
３

種
類
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
６

級
）
…
身
体
に
障
害
が
あ
る

人
に
交
付
さ
れ
る
手
帳

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
…
知

的
障
害
が
あ
る
人
に
交
付
さ

れ
る
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
〜
３
級
）
…
精
神
に
障
害

が
あ
る
人
に
交
付
さ
れ
る
手
帳

　
「
障
害
者
手
帳
」
が
あ
る
と
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

補
装
具
な
ど
の
給
付
、
運
賃
や

公
共
料
金
の
割
引
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
手
帳

の
種
類
や
障
害
の
程
度
（
等
級
）

に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
窓
口
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
主
な
も
の

◎
公
共
交
通
機
関
の
割
引

　

バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
、
タ
ク
シ
ー
、

航
空
機
、
有
料
道
路
を
利
用
す

る
と
き
に
料
金
の
割
引
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

手
帳
の
種
類
や
等
級
に
よ
っ
て
、

対
象
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

割
引
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除

〈
全
額
免
除
〉

・
障
害
者
手
帳
所
有
者
が
い
る

●
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す

●
お
知
ら
せ

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

障
害
者
週
間
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情報ボックス
INFORMATION BOX

第4回 運動教室 in 山陽
全４回の運動教室の最終回です。ヨガをみんなで体験して、心身ともにリラックスした
時間を過ごしませんか。今回だけの参加も大歓迎。
※これまで他地域で参加された人は３回以上の参加で健康グッズのプレゼントがあります。

●日時／１２月１７日㈬ 午前10時～１１時３０分（受付 ： 午前９時３０分～）
●場所／山陽ふれあい公園フィットネスアリーナ　　●内容／ヨガ
●講師／井上　初美 さん（山陽ふれあい公園でヨガを教えています）　●持ち物／飲み物
●申込期限／12月１5日㈪　　●問い合わせ・申し込み先／本庁健康増進課、各支所健康福祉課

愛育委員栄養委員共催企画

■
日
時
／
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
（
受
付
…
午
前

10
時
〜
）

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

総
合
体
育
館

■
対
象
／
平
成
６
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
赤
磐

市
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人

※
市
外
へ
転
出
し
た
人
で
出
席

を
希
望
す
る
人
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
今
回
は
保
育
士
と
一
緒
に

遊
び
ま
す
。
お
弁
当
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

•
現
役
保
育
士
の
い
ば
ち
ゃ
ん

と
あ
そ
ぼ
う

•
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と

育
児
相
談
会

•
ラ
ン
チ
交
流
（
弁
当
持
参
）

■
日
時
／
12
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
笹
岡
公
民
館

■
対
象
／
０
〜
３
歳
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

■
問
い
合
わ
せ
先

•
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
６
）３
７
０
０

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ

難
視
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援

制
度
は
、
平
成
27
年
３
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
地

デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た

め
に
は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月

中
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
０
７
）０
１
０
１

　

岡
山
県
主
催
の
「
若
者
・
企

業
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
！
推
進

事
業
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
女

性
の
た
め
の
合
同
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

正
社
員
か
ら
パ
ー
ト
求
人
ま

で
、
出
産
・
育
児
な
ど
か
ら
の

復
職
を
め
ざ
す
人
の
採
用
に
積

極
的
な
企
業
が
集
結
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
11
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ

ル
９
階
大
ホ
ー
ル
（
岡
山
市

北
区
本
町
６︲

36
）

■
対
象
／
お
お
む
ね
40
歳
未
満

の
求
職
者
、
来
春
卒
業
予
定
者

（
男
性
も
参
加
可
能
）
な
ど

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
履
歴
書

■
主
催
／
岡
山
県
産
業
労
働
部

労
働
雇
用
政
策
課

■
問
い
合
わ
せ
先

•
運
営
事
務
局

　
㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）９
８
２
８

※
受
付
時
間
…
平
日
（
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
）

　

み
ん
な
で
一
緒
に
お
飾
り
を

作
り
ま
せ
ん
か
？　

家
庭
に
幸

せ
を
届
け
て
く
れ
る
年
神
様
を

招
い
て
、
良
い
１
年
を
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
12
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
城
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
吉
井
支
所
西
隣
り
）

■
講
師
／
難
波
公
正
さ
ん

■
定
員
／
20
人

■
参
加
費
／
１
０
０
円
（
当
日

集
金
）

■
申
込
期
限
／
12
月
11
日
㈭

●
催
し

も
も
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

い
ば
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

●
お
知
ら
せ

「
合
同
就
職
面
接
会
」開
催

●
催
し

赤
磐
市
成
人
式

●
催
し

三
世
代
交
流
お
飾
り
づ
く
り

●
お
知
ら
せ

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種
支
援

申
し
込
み
は
お
早
め
に

広報あかいわ（平成26年12月号） 6



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日	午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日	午前10時30分～11時、	第1・2日曜日	午後2時～2時30分
●クリスマスおはなし会　14日㈰	午前10時30分～11時30分
●きらり☆しあたーユニバーサル映画上映会『海角七号』　20日㈯	午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　21日㈰	午後2時～2時30分

　
●図書館おたのしみ会　6日㈯	午前10時30分～11時30分
●草木染めワークショップ　7日㈰	午後1時30分～3時30分
●ちいさなおはなしかい　10日㈬・24日㈬	午前11時～11時20分

●なかよしタイム　9日㈫	午前10時～正午
●おはなしのおへや　20日㈯	午前11時～11時30分

●おはなし会　13日㈯	午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　19日㈮	午前10時～正午

●無料観望会
　6日㈯	午後6時～9時
●クリスマス観望会（有料）
　23日㈫・24日㈬　午後6時～9時
　※悪天中止

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内12 E V E N T  G U I D E  O N  D E C E M B E R

　平成27年は永瀬清子没後20年の節目の年となります。朗読会では、さらに永瀬清子の詩の世界や現代
詩に親しんでいただくために、詩を読んだり書いたりする楽しさや永瀬清子の人と作品の魅力について、谷
川俊太郎さんと赤磐市立小中学校教諭が語り合います。

●日時／平成27年2月15日㈰　午後1時30分～4時
●場所／くまやまふれあいセンター（松木621-1）
●内容／◇座談会…谷川俊太郎（詩人）、赤磐市立小中学校教諭
　　　　◇「第12回永瀬清子賞」 優秀賞受賞作品朗読
　　　　◇赤磐市民による永瀬清子作品の朗読と合唱
●参加費／無料（整理券が必要です）　
●申込期限／平成27年1月20日㈫ 〈当日消印有効〉
●申込方法／往復はがきに住所・氏名をご記入のうえ、お申し込みください（1枚につき1人）。
　　　　　　応募多数の場合は抽選により入場整理券をお送りします。
　　　　　　※ご記入いただいた情報は、朗読会の入場通知にのみ使用します。

●問い合わせ・申し込み先／〒709-0705 赤磐市松木623  赤磐市教育委員会 熊山分室 「永瀬清子の詩の世界」係

第18回朗読会 「永瀬清子の詩の世界 ― イトハルカナル海ノゴトク」

©深堀瑞穂

　

谷
川
俊
太
郎
さ
ん
は
、
永
瀬

清
子
の
か
け
が
え
の
な
い
理
解

者
の
ひ
と
り
で
す
。
そ
の
谷
川

さ
ん
が
助
言
を
し
、
装
丁
を
手

が
け
て
出
来
上
が
っ
た
の
が『
蝶

の
め
い
て
い
』
に
は
じ
ま
る
４

冊
の
短
章
集
で
す
。
こ
の
企
画

展
で
は
、
谷
川
さ
ん
か
ら
寄
贈

い
た
だ
い
た
書
簡
を
通
じ
て
、

二
人
の
交
流
と
今
な
お
愛
読
さ

れ
て
い
る
短
章
集
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
12
月
12
日
㈮
〜

平
成
27
年
３
月
29
日
㈰

■
場
所
／
永
瀬
清
子
展
示
室
（
く
ま

や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
休
館
日
／
月
曜
日
、
12
月
28

日
〜
1
月
4
日

■
入
場
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
熊
山
分
室

●
催
し

第
18
回
朗
読
会「
永
瀬
清
子
の
詩
の

世
界
」関
連
企
画
展「
永
瀬
清
子
と
谷

川
俊
太
郎
―
短
章
集
を
め
ぐ
っ
て
」

広報あかいわ（平成26年12月号）7



情報ボックス／ザ・コラム
INFORMATION BOX / The Colmn

年末年始のごみの取り扱いについては「ごみ収集カレンダー」に従って出してください。
収集日 可燃ごみ収集地域 直接持ち込み

12月25日㈭ 可燃ごみ収集	Ａ・Ｂ地域 午前9時～午後4時
12月26日㈮ 可燃ごみ収集	Ｃ・Ｄ地域 ※持ち込みできません
12月27日㈯

休み 休み
12月28日㈰
12月29日㈪ 午前9時～午後3時（最終持ち込み）
12月30日㈫
～1月4日㈰ 休み 休み

1月5日㈪ 可燃ごみ収集	Ａ・Ｂ地域 午前9時～午後4時
1月6日㈫ 可燃ごみ収集	Ｃ・Ｄ地域 午前9時～午後4時

　

今年度から直接持ち込みは赤磐市環境センター（津崎197-1／☎955-1560）のみになっています。
年末の環境センターへの直接持ち込みはたいへん混み合いますので早めに出すようにしましょう。
※「山陽清掃センター」・「山陽桜が丘清掃センター」・「赤坂環境センター」・「和気北部衛生施設組合クリーンセンター」への持ち込み

はできません。

◦和気北部衛生施設組合（火葬場）	 	 	 	
　［休業日］	12月31日㈬～1月3日㈯
　［問い合わせ先］	和気町役場	☎0869-93-1121

◦柵原・吉井・英田火葬場施設組合火葬場
　［休業日］	1月1日㈭～1月3日㈯
　［問い合わせ先］	美咲町役場柵原総合支所	☎0868-62-1111

◦年末年始のし尿収集	 	 	 	
　くみ取りの申し込みは12月10日㈬までにお願いします。
　［休業日］12月28日㈰～1月4日㈰　［問い合わせ先］	キョクトウ	☎086-952-0384

◆ごみの収集・持ち込みについて

◆休業日のお知らせ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
の
間

に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す（
過

去
の
年
度
分
や
追
納
保
険
料
な

ど
も
含
み
ま
す
）。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族

の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
ね
ん
き
ん
定
期
便
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

•
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

　
☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

※
受
付
時
間
…
平
日
（
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
）

　

山
陽
自
動
車
道
山
陽
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
、
利
便
性

向
上
の
た
め
、
平
成
27
年
２
月

下
旬
ま
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
の

増
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
出
口
Ｅ
Ｔ
Ｃ

が
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
出
口
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
閉
鎖
の
際
は
、

お
手
数
で
す
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
を
お
手
元
に
用
意
し
、
一
般

レ
ー
ン
に
て
係
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
西
日
本
高
速
道
路

　
岡
山
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
５
６
）２
７
３
８

●
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

●
お
知
ら
せ

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

●
環
境
コ
ラ
ム 

［ 

第
５
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
環
境
課

家
族
の
一
員
と
し
て
動
物
と
暮
ら
す
た
め
に

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

　
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
の
命
も
大
事
な
命
で
す
。飼
え

な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
動
物
を
捨

て
る
（
遺
棄
す
る
）
こ
と
は
、犯
罪
で
す
。

最
後
ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

●
望
ま
れ
な
い
不
幸
な
命
を

　
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

動
物
は
年
に
何
度
も
出
産
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。飼
い
主
に
望
ま
れ
な
い
不

幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
糞
尿
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
の
糞
尿
で
不
快
な
思
い
を
し

た
り
、
迷
惑
を
受
け
て
い
る
人
が
い
ま

す
。散
歩
中
の
糞
の
後
始
末
な
ど
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
野
良
猫
に
餌
を
や
ら
な
い

　

野
良
猫
に
餌
を
や
る
こ
と
で
猫
が
集

ま
る
こ
と
と
な
り
周
辺
に
糞
尿
な
ど
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

望
ま
れ
な
い
不
幸
な
命
が
増
え
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。野
良
猫
に
餌
を
与
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

犬
の
飼
い
主
に
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」

に
よ
り
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
犬
の
生
涯
に
１
回
の
登
録

②
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

③
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
装
着

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
た
が
、狂

犬
病
予
防
注
射
済
証
だ
け
の
交
付
を
受

け
て
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、市
役
所
で
交
付

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

猫
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、猫
を
屋
外

で
自
由
に
行
動
さ
せ
る
こ
と
で
起
き
て

い
ま
す
。
猫
を
室
内
で
飼
う
こ
と
で
、庭

や
ご
み
荒
ら
し
、
糞
尿
、
鳴
き
声
な
ど
近

隣
へ
の
迷
惑
行
為
を
防
止
で
き
ま
す
。ま

た
、
交
通
事
故
、
猫
の
伝
染
病
や
望
ま
な

い
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
87
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
健
康
増
進
課

け
っこ
う
つ
ら
い
口
内
炎

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ

ず
、突
然
お
口
の
中
の
粘
膜
に
現
れ
る
口

内
炎
。１
週
間
ほ
ど
で
自
然
に
治
癒
す
る

も
の
か
ら
、重
症
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

●
口
内
炎
の
種
類

①
ア
フ
タ
性
口
内
炎

　

最
も
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
、赤
く
縁

取
ら
れ
た
１
か
ら
10
㍉
程
度
の
丸
く
て

白
い
潰
瘍
（
か
い
よ
う
）
が
頬
の
粘
膜
や

舌
の
周
囲
に
よ
く
発
生
し
ま
す
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
性
口
内
炎

　

特
定
の
食
物
や
薬
、化
学
物
質
な
ど
が

原
因
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
、口

内
炎
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
義
歯
性
口
内
炎

　

義
歯
の
不
適
合
に
よ
り
、当
た
り
の
強

い
部
分
が
口
内
炎
の
よ
う
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

④
壊え

そ疽
性
口
内
炎

　

極
め
て
稀ま

れ

で
す
が
、口
内
炎
の
中
で
は

最
も
重
症
な
状
態
と
い
え
る
の
が
壊
疽

性
口
内
炎
で
す
。急
激
に
進
行
し
て
あ
ご

の
骨
な
ど
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
口
内
炎
の
予
防

①
体
調
管
理

　

疲
れ
や
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ
ス
が
重

な
っ
た
際
に
起
こ
り
や
す
い
で
す
。

②
タ
バ
コ
や
温
度
刺
激
に
注
意

　

タ
バ
コ
や
70
度
以
上
の
温
度
刺
激
が

原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

　

プ
ラ
ー
ク
や
歯
石
な
ど
口
の
中
が
汚
れ

て
い
る
場
合
は
、
起
こ
り
や
す
い
で
す
。

④
義
歯
や
か
み
合
わ
せ
チ
ェ
ッ
ク

　

義
歯
の
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

頬
や
舌
を
か
み
や
す
い
場
合
は
、か
み
合

わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
口
内
炎
の
治
療

　

口
内
炎
は
し
っ
か
り
と
し
た
栄
養
や

睡
眠
を
と
り
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
で
、
１
か
ら
２
週
間
程
度
で
自
然

に
治
る
の
が
一
般
的
で
す
。
口
内
炎
用

の
薬
な
ど
も
効
果
が
あ
り
ま
す
し
、
病

院
や
歯
科
医
院
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、

抗
菌
剤
の
軟
膏
を
処
方
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
２
週
間
以
上
続
く

場
合
や
、
短
期
間
に
数
が
極
端
に
増
え

た
場
合
な
ど
は
、
精
密
な
検
査
が
必
要

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

広報あかいわ（平成26年12月号）9



ザ・コラム／スポーツの話題
The Colmn / SPORTS TOPICS 

●
人
権
コ
ラ
ム 

［ 

第
52
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　
協
働
推
進
課

12
月
４
日
か
ら
人
権
週
間「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

～
」

　

国
際
連
合
は
、昭
和
23
年
第
３
回
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を

記
念
し
、
昭
和
25
年
第
５
回
総
会
で
、
世

界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日

を
人
権
デ
ー
と
定
め
る
と
と
も
に
、す
べ

て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事

を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、毎
年
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

期
間
中
に
は
、全
国
各
地
で
講
演
会
の
開

催
や
街
頭
啓
発
な
ど
各
種
事
業
を
展
開

し
、人
権
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
10
月
21
日
に
、「
人
権
尊
重

都
市
宣
言
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
今
後

も
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の
意

識
を
持
ち
、心
豊
か
な
潤
い
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
と
言
え
ば
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

女
性
に
つ
い
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
個
人
の
名
誉
が

毀
損
さ
れ
た
り
、差
別
を
助
長
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
表
現
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、そ

の
匿
名
性
、情
報
発
信
の
容
易
さ
を
悪
用

し
た
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。個

人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て

も
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

市
で
は
、人
権
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
、こ
の
週
間
に
合
わ
せ

て
「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
人
権
を
考
え
る
日
常
的
な
ポ
イ
ン
ト 

［ 

第
２
回 

］　

  　
　
　
　
　
　
　

 

社
会
教
育
課

「
こ
ど
も
」は
ど
う
書
く
？

「
子
供
」そ
れ
と
も「
子
ど
も
」？

　

皆
さ
ん
は
、「
こ
ど
も
」
を
文
字
で
書

く
と
き
に
、ど
の
よ
う
な
表
記
を
使
い
ま

す
か
。「
子
供
」
ま
た
は
「
子
ど
も
」、あ

る
い
は
「
こ
ど
も
」
で
し
ょ
う
か
。	

　

そ
も
そ
も
、「
こ
ど
も
」
は
「
子
」
の

複
数
形
で
、そ
れ
が
単
数
で
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、「
供
」
の
字
は

江
戸
時
代
の
こ
ろ
か
ら
当
て
字
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

常
用
漢
字
表
で
も
、「
子
供
」
と
い
う

表
記
は
、「
供
」
の
使
用
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
供
」
の
字
を
使
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
大
人
の
お
供
」
の

よ
う
な
否
定
的
な
印
象
を
与
え
る
と
い

う
見
方
も
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、「
子
ど

も
」
や
「
こ
ど
も
」
の
表
記
が
、漢
字
よ

り
柔
ら
か
い
印
象
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
新
聞
や
雑
誌
、
各
省
庁
で
も
「
供
」

の
字
を
使
わ
ず
に
表
記
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、

昨
年
、
省
内
の
公
用
文
書
で
は
「
子
供
」

と
表
記
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
、そ
の
年
の
７
月
に
刊
行
し

た
文
部
科
学
白

書
で
は
「
子
供
」

の
表
記
に
統
一

し
ま
し
た
。「
子

供
」
と
表
記
し
て

も
否
定
的
な
意

味
は
な
い
と
判
断

し
た
上
で
の
決

定
で
す
。

　

言
葉
や
文
字
一

つ
に
も
人
権
を
考
え

る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。社
会
制
度
や

文
化
の
状
況
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く

変
化
し
、基
準
を
置
く
時
点
で
の
価
値
観

に
よ
っ
て
、物
事
に
対
す
る
判
断
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。冷
静
に
吟
味
し
た
い
も

の
で
す
。

　　

こ
の
コ
ラ
ム
を
日
常
生
活
の
中
に
生

か
せ
る
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
よ
う
、人

権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

『
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
』

■
日
時
／
12
月
７
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー	

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

・
人
権
標
語
入
賞
者
表
彰

・
「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
の
披
露

・
記
念
講
演
会

■
講
師
／
山
田
パ
ン
ダ
さ
ん　

■
テ
ー
マ
／
「
生
命
の
尊
さ
を
見
つ

め
よ
う
」

※
入
場
整
理
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
協
働
推
進
課

広報あかいわ（平成26年12月号）10



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

　吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、体育館・プールの改修と吉井グラウンドのネット・フェンス整備に伴い、市内施設
の料金との均衡を図るため、平成２７年度より各施設の使用料を改定します。また、サービス向上と利用促進のた
め、休館日・プール開放期間も変更します。利用者の皆さんにはご理解いただき、今後とも吉井Ｂ＆Ｇ海洋センタ
ーをご利用いただきますようお知らせします。

プール 現在 改定後
施　設
使用料

中校生以下 50 100

高校生以上 100 200

回数券
（11枚）

中校生以下 500 1,000

高校生以上 1,000 2,000

会　員
（年間）

中校生以下 5,000 10,000

高校生以上 10,000 20,000

アリーナ 現在 改定後

施設使用料
（1時間あたり）

全面 市内 300

変更なし市外 600

半面 市内 150

市外 300

照明使用料
（1時間あたり）

全面 市内 - 400

市外 - 800

半面 市内 - 200

市外 - 400

サブアリーナ（２階） 現在 改定後
施設使用料

（1時間あたり）
市内 100 150

市外 200 300

空調使用料
（1時間あたり）

市内 - 100

市外 200

トレーニングルーム 現在 改定後
施設使用料
（1回あたり） 個人 100 200

ミーティングルーム 現在 改定後
施設使用料

（1時間あたり）
市内 100 変更なし市外 200

空調使用料
（1時間あたり）

市内 - 50

市外 100

吉井グラウンド（野球場） 現在 改定後
施設使用料

（1時間あたり）
市内 500 1,000

市外 1,000 2,000

照明使用料
（1時間あたり）

市内 3,000 変更なし市外 6,000

草生多目的広場 現在 改定後
施設使用料

（1時間あたり）
市内 200 300

市外 400 600

草生テニスコート 現在 改定後
施設使用料

（1面1時間あたり）
市内 200 300

市外 400 600

照明使用料
（1面1時間あたり）

市内 300 変更なし市外 600

※現在お持ちのプール回数券は額面どおりの額として継続して利
用できますが、差額分は回数券または現金でお支払いください。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用料金改定・休館日などの変更のお知らせ

■休館日・プール開放日の変更（平成27年4月1日から）
項　目 現　在 改定後

休　　館　　日 月・火曜日（月・火曜日が祝日の場合は翌日） 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日以降の祝日でない日）
プール開放期間 4月1日～10月31日 4月1日～12月27日

■利用料金改定表（平成27年4月1日から）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　〈単位 ： 円〉

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
11
回 

］　
　
　

 

く
ら
し
安
全
課

防
災
ク
イ
ズ 

～
土
砂
災
害
編
～

【
問
題
】
○
×
ク
イ
ズ
で
す
。

　

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
）

は
、
発
生
す
る
前
に
前
兆
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
○
か
×
か
？

【
正
解
】
○

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
際
、
次
の
よ
う
な
前
兆

現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

前
兆
現
象
に
気
付
い
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら

せ
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

▼
が
け
崩
れ
…
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る
。
地
下

水
や
わ
き
水
が
止
ま
る
。
斜
面
が
ひ
び
割
れ
、変

形
が
あ
る
。
小
石
が
落
ち
て
く
る
。
が
け
か
ら

音
が
す
る
。
異
様
な
に
お
い
が
す
る
。

▼
地
す
べ
り
…
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。
井

戸
や
沢
の
水
が
に
ご
る
。
が
け
や
斜
面
か
ら
水

が
ふ
き
出
す
。家
や
よ
う
壁
に
亀
裂
が
入
る
。家

や
よ
う
壁
、
樹
木
、
電
柱
が
傾
く
。

▼
土
石
流
…
山
鳴
り
が
す
る
。
雨
が
降
り
続
い
て

い
る
の
に
、
川
の
水
位
が
下
が
る
。
川
の
水
が

に
ご
っ
た
り
、
流
木
が
混
ざ
っ
た
り
す
る
。

※
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、折
り
込
み
チ
ラ
シ
「
土
砂
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
！
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報あかいわ（平成26年12月号）11



スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

◎
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
か
い
わ
11

月
号
13

㌻

に
掲
載
の
、
第
19
回
赤
磐
市
体
育

協
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

結
果
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
内
山
紗
希
子
さ
ん
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
内
山

紗
貴
子
さ
ん
で
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

・
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）０
７
３
８

第
69
回
国
民
体
育
大
会
（
長
崎
県
）

〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
〉

◦
岡
山
工
業
高
等
学
校
３
年

　

小
野　

龍
司
（
山
陽
３
）

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
〉

◦
水
島
工
業
高
等
学
校
３
年

　

中
永　

大
輝
（
五
日
市
）

〈
サ
ッ
カ
ー
競
技
〉

◦
玉
野
光
南
高
等
学
校
２
年

　

土
居　

晃
貴
（
桜
が
丘
西
１
）

〈
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
〉

◦
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
３
年

　

江
角　

颯
（
桜
が
丘
西
３
）

第
26
回
全
国
専
門
学
校
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
（
岡
山
県
）

〈
監
督
〉

◦
今
井　

裕
貴
（
西
軽
部
）

〈
選
手
〉

◦
専
門
学
校
ビ
ー
マ
ッ
ク
ス
１
年

　

松
田　

健
（
桜
が
丘
西
４
）

第
33
回
全
日
本
ク
ラ
ブ

卓
球
選
手
権
大
会
（
北
海
道
）

◦
池
上　

奏
斗
（
桜
が
丘
東
２
）

第
5
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

卓
球
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
の
部
）

■
開
催
日
／
10
月
26
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体

育
館

■
参
加
チ
ー
ム
／
54
チ
ー
ム

■
結
果

〈
一
般
男
子
の
部
〉

◦
準
優
勝
…
藤
沢
・
三
村
（
山
陽

卓
親
）

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

◦
第
３
位
…
森
・
大
山
（
桜
が
丘

中
）

〈
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

◦
優　

勝
…
梅
本
・
西
村
（
桜
が

丘
中
）

第
17
回
赤
磐
市

職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

■
開
催
日
／
９
月
25
日
～
10
月
３
日

■
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

多
目
的
広
場

■
参
加
チ
ー
ム
／
５
チ
ー
ム

■
成
績

◦
優　

勝
…
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ	

Ｏ
Ｎ
Ｅ	

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ

◦
準
優
勝
…
Ｊ
Ａ
岡
山
東

◎
最
優
秀
選
手
…
青
山　

裕
輔

（
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ	

Ｏ
Ｎ
Ｅ	

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ
）

第
20
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
日
時
／
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
～

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
種
目
お
よ
び
ク
ラ
ス

◦
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
Ａ

級
、
男
子
Ｂ
級
、
男
子
Ｃ
級
、

女
子
Ａ
級
、
女
子
Ｂ
級
、
女
子

Ｃ
級
、
男
女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

◦
シ
ン
グ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
の

部
、
女
子
の
部

■
参
加
費

①
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登

録
チ
ー
ム
…
１
人
５
０
０
円

②
市
内
在
住
・
在
勤
者
…
１
人
千
円

※
中
学
生
以
下
は
半
額

■
申
込
期
限
／
平
成
27
年
１
月
12

日
㈪　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

赤
磐
市
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

赤
磐
市
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
、
技
術
の
習
得

や
体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の
皆
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
23
日
㈫
・
㈷

■
場
所
／
桜
が
丘
運
動
場

■
対
象
／
市
内
小
学
生

■
定
員

◦
小
学
１
～
２
年
生
…
20
人

◦
小
学
３
～
４
年
生
…
30
人

◦
小
学
５
～
６
年
生
…
30
人

■
申
込
方
法
／
電
話
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
12
月
12
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）０
７
３
８

結
　
果

募
　
集

全
国
大
会
出
場

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

12月に下記の日程で、体験教室を行います。新しい教室も
ありますので、ぜひご参加ください。

教室をおすすめする理由は…
　・継続的な運動の習慣を身に付けることができるから！
　・仲間と一緒に楽しく、時間があっという間に過ぎるから！
　・運動を自分の生活に取り入れて、より健康な体作りが
　　できるから！

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

教　室　名 日　　時 定員 参加費

◆アクアビクス 12月26日㈮ 10:15 ～ 10:45 15人 1回500円

プールの中でエアロビクス！	 音楽に合わせて、体を思いっきり動かしましょう。水中運動の効果は、陸上の運動の
1.5倍と言われています。水の効果を十分に生かし、脂肪燃焼！	ストレス発散！	1人じゃないから、楽しめます。

教　室　名 日　　時 定員 参加費

◆かんたんエアロ 12月10日㈬
12月17日㈬ 9:10 ～ 9:50 各15人 1回500円

歩く動作を基本とし、音楽に合わせて体を動かしていきます。基本動作を繰り返し、体力づくりをしながら、エアロ
ビクスに慣れていくプログラムです。汗がかけ、体力づくりをすることができます。

教　室　名 日　　時 定員 参加費

◆SH'BAM（シバム）
12月  2日㈫
12月  9日㈫
12月16日㈫

20:10 ～ 20:40 各15人 1回 500円

誰にでもできるダンス系プログラムです。シンプルな振り付けを近年のトップヒットチャートや過去のダンスヒット
曲に合わせて踊ります。ダンス経験が無くても大丈夫！	 ノリの良い音楽で自然と身体が動くことがあります。音楽
を感じて笑顔でたくさんの汗をかきましょう！

教　室　名 日　　時 定員 参加費

◆4泳法中級
12月  6日㈯
12月13日㈯
12月20日㈯

19:00 ～ 19:30 各5人 1回 500円

4泳法で25㍍完泳できる人におすすめのクラスです。より長く、より楽に泳げるよう、週ごとに練習する種目を変
えながら、4泳法のさらなる技術アップを目指すクラスです。

◎第4期（平成27年1月～3月期）運動教室への参加者を募集します
各教室の内容は、広報あかいわ11月号14ページを参考にしていただくか、
山陽ふれあい公園までお問い合わせください。
◦現在、教室に参加している人の受付開始日………12月3日㈬
◦新規教室参加者の受付開始日……………………12月10日㈬
※12月体験教室で新しく加わった「SH'BAM（シバム）」と「4泳法中級」は、12月10日㈬から受付を開始します。

■教室への参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です（先着順）。

山陽ふれあい公園 12月体験教室のご案内

広報あかいわ（平成26年12月号）13



●赤磐市の人口 （平成26年11月1日現在）

人 　 口 44,818 人 （ － 8 ）
男 　 性 21,484 人 （ － 5 ）
女 　 性 23,334 人 （ － 3 ）
世 帯 数 17,699 世帯 （ ＋ 6 ）

※（　）は10月1日との差

●平成26年10月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成26年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（2）
0

（0）
0

（2）
0

（5）
0

（9）
4

（81）
48

（488）
17

（141）
13

（123）
82

（833）
東出
張所

0

（2）
0

（2）
1

（1）
0

（1）
1

（6）
9

（46）
21

（218）
9

（57）
4

（41）
43

（362）

北出
張所

0

（2）
0

（2）
0

（0）
0

（2）
0

（6）
1

（24）
11

（158）
4

（34）
2

（11）
18

（227）

計 0
（6）

0
（4）

1
（3）

0
（8）

1
（21）

14
（151）

80
（864）

30
（232）

19
（175）

143
（1422）

●平成26年10月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
26年10月中 108 34 0 3 41 74 
25年10月中 86 21 0 1 23 65 
増        減 22 13 0 2 18 9 

26年10月末 898 232 0 14 292 666 
25年10月末 841 211 4 16 246 630 
増        減 57 21 -4 -2 46 36 

●今月の交通標語 「 毎日が  交通安全  通学ろ 」

●12月の税などを期限内に納めましょう
市 県 民 税 4 期
国 民 健 康 保 険 税 7 期
介 護 保 険 料 7 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 6 期

※期限は12月25日まで

■施設案内
熊山運動公園野球場
　沢原の熊山運
動公園にあり、中
堅123ｍ・両翼87

ｍ、内野黒土です。
	施設の利用につ
いては、熊山公民
館（☎995-1360）
までお問い合わせください。

◆利用料金（１時間当たり）	
　市内1,000円／市外2,000円		
◆利用時間　午前8時～午後7時
◆休業日　12月29日～1月3日

●12月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

7日㈰ あかいわファミリークリニック ☎955-9251

マスカット整形外科医院 ☎086-229-2611

14日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

吉井外科医院 ☎086-952-3331

21日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

片山医院 ☎086-229-2166

23日㈫ 佐伯北診療所 ☎954-2032

粟井内科医院 ☎086-953-0617

28日㈰ ますだ眼科クリニック ☎958-5558

近藤内科 ☎086-953-1610

29日㈪ 桜井内科 ☎957-3012

那須眼科 ☎955-8980

30日㈫ 吉井医院 ☎955-5515

間阪内科 ☎086-952-1717

31日㈬ ひらた整形外科 ☎956-0700

鈴木医院 ☎086-952-0205

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については11月6日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

12月9日㈫
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
小野　裕司

12月12日㈮
10：00～15：00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

12月3日㈬
13:00～15:00

吉井会館2階
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

12月5日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

12月10日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

12月24日㈬
10：00～15：00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226
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●12月の検診・定期救急講習など
1 月 ⃝健康相談［赤坂地域］（赤坂健康管理センター）	受付13:30～14:30

㊡山陽郷土資料館

2 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター）	受付12:45～13:15

3 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

4 木

5 金 ⃝育児相談（山陽保健センター）	受付9:45～10:30 

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター）	受付12:45～13:15

10 水

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽保健センター）	
受付8：30～9：30

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター）	受付12:45～13:15

12 金
⃝健康相談［熊山地域］（熊山保健福祉総合センター）	受付9:30～10:30

⃝健康相談［山陽地域］（山陽保健センター）	受付13:30～14:30

★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ㊡山陽郷土資料館

16 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター）	受付12:45～13:15

17 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

18 木

19 金

20 土 ㊡桜が丘出張所 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ㊡山陽郷土資料館

23 火 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所  

24 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

25 木   ★交通安全日

26 金

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署北出張所会議室）	9：00～12：00

㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

29 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

30 火
㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

★交通事故・交通違反ゼロの日

31 水 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

ライフ・カレンダー
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●12月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル

アリーナほか 屋　内
プール

10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

1 月 休館日 休館日

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
︒

2 火 ○ 休館日
3 水 ○
4 木 ○
5 金 ○
6 土 ○
7 日 ○
8 月 休館日 休館日
9 火 ○ 休館日

10 水 ○
11 木 ○
12 金 ○
13 土 ○
14 日 ○
15 月 休館日 休館日
16 火 ○ 休館日
17 水 ○
18 木 ○
19 金 ○
20 土 ○
21 日 ○
22 月 休館日 休館日
23 火 ○
24 水 休館日 休館日
25 木 ○
26 金 ○
27 土 ○
28 日 休館日 休館日
29 月 休館日 休館日
30 火 休館日 休館日
31 水 休館日 休館日
○屋内プール一般開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園	（☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日	午後5時）
　［プール］	高校生以上400円、中学生以下200円
※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］	300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日	午後5時）
　［トレーニングルーム］	100円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○笹岡公民館 (坂辺9／☎957-2214)

百人一首講座
お正月にする遊びにかるた取りがあります。今年も百
人一首講座で和歌の心に触れ、一緒にかるた遊びをし
て、ひと足先に百人一首と日本の文化を味わってみま
せんか。
■日時／12月23日（火・祝）　午後2時～4時
■場所／吉井生涯学習センター
■内容／百人一首の作者と和歌に詠んだ想いを味わう
　　　　百人一首でかるた取り
■講師／北川　久美子	さん
■対象／小学生～一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／12月1日㈪

クリスマス特別観望会
クリスマスの夜は天文台で輝く星を観察しましょう。
■日時／12月23日（火・祝）、24日㈬　午後6時～9時
　　　　（悪天中止）
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■定員／なし
■参加費／高校生以上200円、小中学生100円
■持ち物／防寒着
■申し込み／不要

大晦日オールナイト観望会・初日の出を迎える会
■日時
・大晦日オールナイト観望会
　12月31日㈬	午後11時30分～
　平成27年1月1日㈭	午前6時
・初日の出を迎える会
　平成27年1月1日㈭	午前6時～8時（雨天決行）
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■申し込み／不要

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

季節の薬膳料理教室～寒さの冬に備える薬膳～
寒さに負けず冬を元気に過ごす知恵を薬膳料理から学
びませんか。
■日時／12月13日㈯　午前9時30分～午後1時30分
■講師／田中　まり	さん
■対象／一般　　■定員／15人
■持ち物／筆記用具、エプロン、タオル
■参加費／1,000円（材料代込）
■申込開始日／12月1日㈪

三世代交流「お正月百人一首教室」
「天の原	ふりさけ見れば	春日なる	みかさの山に	出で
し月かも」	安部仲磨
古典に親しみ始めた小学生からさまざまな年代の大人
まで、いっしょにかるた遊びを体験し、百人一首と日本
の文化に親しんでみませんか。
■日時／平成27年1月10日㈯　午前9時30分～正午
■講師／北川　久美子	さん
■対象／小学生～一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／12月1日㈪

オリジナルペーパーフラワー教室
四季折々の美しい花を作ってみませんか。オリジナル
ハンドメイドで、誰でも簡単に作れます。
■日時／平成27年1月15日㈯　午前9時30分～正午
■講師／内田　美南子	さん
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／500円（材料代込）
■申込開始日／12月1日㈪

子どもサイエンスプラザ吉井（12月）理科教室
■日時／12月6日㈯、14日㈰　午後1時20分～2時20分
■内容／		6日㈯…木の葉の図鑑を作ろう
　　　　14日㈰…たこがあがるのはどうして
■対象／幼児～小学4年生（幼児は保護者同伴）
■定員／15人　　■参加費／無料
■申し込み／不要

お正月野菜料理教室～お正月に有機無農薬野菜料理～
お正月には有機無農薬野菜で作った料理を並べて新し
い年を迎えてみませんか。
■日時／12月12日㈮　午前10時～午後1時
■場所／佐伯北研修センター
■講師／小川　泰子	さん
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／500円（材料代込）
■持ち物／エプロン、三角きん、ふきん
■申込開始日／12月1日㈪
※現地集合もしくは中央公民館・吉井生涯学習センターから9人
まで送迎ができます。集合時間は、希望者に連絡します。

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
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公民館講座のご案内
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クリスマスケーキ作り教室
クリスマスにむけて、今年はブッシュ・ド・ノエルを作りま
す。デコレーションに挑戦する小・中・高校生の参加大歓迎！
■日時／12月20日㈯　午前9時～午後1時
■講師／阿部　千枝子	さん
■対象／小学5年生～一般　　■定員／12人
■参加費／800円（材料代込）
■申込開始日／12月1日㈪
※託児あり（申し込み時に申請が必要）。1歳から就学
前が対象、1人100円。

第51回ブルーシャトーコンサート
「Xmas Jazz Live』
クリスマスソング、おなじみのスタンダードジャズ、映画
音楽、ポピュラーをピアノ、サックス、ヴォーカルの演奏
でお楽しみください。
■日時／12月13日㈯
　　　　午後2時～3時（開場…午後1時30分）
■出演／山本　博之	さん（pf）、遠藤　マリ	さん（vol）　ほか
■曲目／クリスマスソング、MISTY、MY	ROMANCE、
THERE	IS	NO	GREATER	LOVE　ほか

■対象／幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

“癒しのヨーガ”講座
ヨーガの基本を学んでみませんか？
■日時／12月6日㈯、13日㈯　午後1時30分～3時
■講師／高祖　光子	さん
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／各回500円
■持ち物／フェイスタオル、飲み物
※マットは貸し出します。運動のしやすい服装でお越し
ください。

■申込期限／各回開催日前日

歴史講座「赤磐の弥生・古墳時代～ムラの暮らし～」
赤磐市の弥生時代の生活がどんなものだったかを見て、
感じて体験してみませんか？	展示品の説明を聞き、糸つ
むぎなどを体験します。
■日時／12月7日㈰　午前10時～正午
■場所／山陽郷土資料館
■集合場所／赤坂公民館（赤坂公民館からバスで山陽
郷土資料館へ移動）

■講師／山陽郷土資料館職員
■対象／小学生～一般　　■定員／20人
■参加費／100円　　■持ち物／防寒着、筆記用具
■申込開始日／12月1日㈪

パソコン相談室（事前申し込み不要、先着順）
パソコンに関する質問にお答えしますので、お気軽にご
相談ください。事前申し込みは不要です。当日、時間内
に会場へお越しください。
※セットアップや再インストール、修理などは行いませ
んのでご了承ください。
■日時／12月7日㈰　午前9時～正午
　　　　午後1時～4時（最終受付…午後3時30分）
■相談料／無料
■相談時間／1人30分程度

おいしいパンづくり
初心者でも安心。おいしいパンが作れるようになりま
す。楽しみながら基本テクニックを身につけましょう。
■日時／12月6日㈯、1月24日㈯、2月14日㈯
　　　　午前9時～午後1時
■講師／青井　初恵	さん
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／1,000円（材料代込、3回分）
■申込開始日／12月1日㈪

そば打ち教室
そばの美味しさとそば打ちの楽しさを堪能してくださ
い。そば打ちの醍醐味は、奥の深さにあるかも。
■日時／平成27年1月17日㈯　午前10時～午後1時
■講師／数原　健功	さん
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／1,000円（材料代込）
■申込開始日／12月1日㈪

12月思い出作り教室 ～元気に友達と遊ぼう～
■日時／12月1日㈪～27日㈯　午後4時～5時
※金曜日のみ、グラウンドで午後3時～5時に実施します。
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

●赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
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図書館通信
LIBRARY NEWS

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月4日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■12月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX	955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX	957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX	995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX	954-9201

『海角七号』（130分）
　夢に破れ、故郷に戻った青年・阿嘉。郵便配達の仕
事をあてがわれた彼は、今では存在しない住所“海角
七号”宛ての小包の中に7通のラブレターを見つけ
る。60年の時を超えて台湾の海辺の町と日本をつな
ぐ切ない恋を描く。
※聴覚に障害をお持ちの人も、日本語字幕でお楽し
みいただけます。

■日時／12月20日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館	多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：ユニバーサル映画上映会

おすすめ

今
月
の

『「泡」つまみ』
	●坂田　阿希子／著
	●講談社／出版

『虹の向こうの未希へ』
	●遠藤　美恵子／著
	●文藝春秋／出版

『木霊草霊』
	●伊藤　比呂美／著
	●岩波書店／出版

『時の罠』
	●辻村　深月　ほか／著
	●文藝春秋／出版

一般書

　ＩＰＵ環太平洋大学の学生の皆さんによる、クリスマ
スにちなんだおはなし会です。クリスマスの楽しいひ
とときを過ごしましょう！
■日時／12月14日㈰　午前10時30分～11時30分
■場所／中央図書館	多目的ホール
■内容／絵本の読み聞かせ、ハンドベル演奏、工作など
■対象／幼児～児童とその保護者
■参加費／無料　　■申し込み／不要

クリスマスおはなし会
　おはなしじゅうたんの皆さんによるパネルシアター
「ごちゃまぜカメレオン」やマーブリング工作もあるよ！
■日時／12月6日㈯　午前10時30分～11時30分
■場所／赤坂公民館	ボランティアルーム
■参加費／無料　　■申し込み／不要
■問い合わせ先／赤坂図書館

○ 図書館おたのしみ会

『こんや、妖怪がやってくる』
	●君島　久子／文
	●小野　かおる／絵
	●岩波書店／出版

『はちかづきひめ』
	●長谷川　摂子／再話
	●中井　智子／絵
	●福音館書店／出版

『12にんのいちにち』
	●杉田　比呂美／文
	●あすなろ書房／出版

『風味〔さんじゅうまる〕』
	●まはら　三桃／著
	●講談社／出版

児童書

赤磐市立図書館ＣＤ予約ベスト

①「高橋４０年」 高橋  真梨子／歌
②「ファンキーモンキーベイビーズ LAST BEST」 FUNKY MONKEY BABYS／演奏
③「いきものばかり」 いきものがかり／演奏
④「青春歌年鑑デラックス‘７５～‘７９」 野口  五郎　ほか／演奏
⑤「青春歌年鑑デラックス‘６５～‘６９」 中尾  ミエ　ほか／演奏
　｢日本の恋と、ユーミンと」 松任谷  由実／歌
　｢Love Collection～pink～」 西野  カナ／歌
⑧「青春歌年鑑デラックス‘７０～‘７４」 麻丘  めぐみ　ほか／演奏
　「BUMP OF CHICKEN 1」 BUMP OF CHICKEN／演奏
　「BEST HITS 1」 EXILE／歌
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○自己負担限度額（月額） 　　　 ※平成26年12月診療分まで
所得区分 ３回目まで ４回目以降

上位所得者★ 150,000円＋
（医療費－500,000円）×1％ 83,400円

一般 80,100円＋
（医療費－267,000円）×1％ 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

★上位所得者とは、基礎控除後の「総所得金額等」が600万円を超える
世帯のことです。所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます。

➡

○自己負担限度額（月額） 　　　  ※平成27年１月診療分から
所得区分 ３回目まで ４回目以降②

総所得金額等①が
901万円を超える

252,600円＋
（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

総所得金額等が
600万円を超え
901万円以下

167,400円＋
（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

総所得金額等が
210万円を超え
600万円以下

80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

総所得金額等が
210万円以下

（住民税非課税世帯除く）
57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

①総所得金額等とは、総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた
ものです。所得の申告がない場合は最上段の区分とみなされます。

②過去12カ月に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった
場合は、４回目以降の限度額を超えた分が支給されます。

　高額療養費の限度額は70歳未満の人と、70歳以上75歳
未満の人で異なります。
　平成27年１月から70歳未満の人の自己負担限度額が下
の図のように変わります（70歳以上75歳未満の人は変更あり
ません）。

〈変更前〉

〈変更後〉

■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
　・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
　・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受ける場合、
国民健康保険（国保）が使えない場合がありますので、ご注
意ください。
　国保が使えない施術については、全額自己負担となります。
もし、誤って国保を使っていたことが分かった場合は、国保が
負担した施術費用を返していただくことになります。

＜保険が使える場合＞
○打撲
○捻挫
○挫傷（肉離れなど）
○骨折・脱臼
※骨折・脱臼については、医師の同意が必要です
　（応急措置を除く）

＜保険が使えない場合（全額自己負担）＞
○慢性的な肩こりや筋肉疲労
○スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛
○病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニア

など）が原因の痛みやこり
○脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善がみら

れない長期の施術
○保険医療機関で療養中のものなど

■柔道整復師にかかるときの注意点
◇負傷の原因を正しく伝えましょう
　負傷の原因が仕事中などで労働災害に該当する場合は、
国民健康保険の保険給付は行われません。また、交通事故
による場合で国民健康保険を使用したときは、必ずお知らせ
ください。
◇保険医療機関（病院、診療所など）との重複受診はできません
　同一の負傷で、同時期に柔道整復師の施術と保険医療
機関での治療を重複して受けることはできません。
◇領収書は必ずもらいましょう
　国民健康保険を使った場合は、後日、市から「医療費のお
知らせ」を送付しますので、医療機関や整骨院、接骨院の領
収書と請求内容を確認してください。
■国民健康保険からのお願い
◇治療内容についてお尋ねすることがあります
　医療費の適正化のために、文書や口頭で負傷の原因や
施術内容、施術年月日についてお尋ねすることがあります。施
術の記録や領収書などを保管していただき、照会がありまし
たら、ご自身で回答できるようご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113

国民健康保険高額療養費の
自己負担限度額が変わります 柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかりかた
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　これまで、公的年金（※）を受給する人は児童扶養手当を
受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年金額が児
童扶養手当額より低い人は、その差額分の児童扶養手当を
受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、市役所への申請が必
要です。
※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など
■児童扶養手当とは
　離婚によるひとり親家庭などの生活の安定と自立の促進に
寄与することにより、児童の福祉増進のために支給される手
当です（父、母または養育者および同居している扶養義務者
の所得による一定の支給制限があります）。
＜手当の月額（平成26年4月～）＞

・児童１人の場合
　全部支給…41,020円
　一部支給…41,010円～9,680円
　　　　　　（所得に応じて決定されます）
・児童２人以上の加算額
　２人目…5,000円
　３人目以降１人につき…3,000円

■今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
・児童を養育している祖父母などが、低額の老齢年金を

受給している場合
・父子家庭で、児童が低額の遺族厚生年金のみを受給

している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、児童が低額の遺族

厚生年金のみを受給している場合　など
■新たに手当を受給するための手続き
　申請には、申請時に記入する認定請求書のほか、戸籍謄
本など支給要件に該当する事実が分かる書類、住民票など
世帯の状況が分かる書類などが必要となります。該当する支
給要件によって必要な書類が異なりますので、事前にお問い
合わせください。
■支給開始日

・手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、こ
れまで公的年金を受給していたことにより児童扶養手当
を受給できなかった人のうち、平成26年12月1日に支給
要件を満たしている人が、平成27年３月までに申請した
場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

・平成26年12月から平成27年３月分の手当は、平成27年
４月に支払われる予定です。

■問い合わせ先
・本 庁 子 育 て 支 援 課　☎955-2635
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　市では、現在策定を進めている高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画に市民の皆さんからの意見を反映するため、
計画（素案）に対する意見を募集します。
＜高齢者福祉計画＞
　老人福祉法第20条の８の規定により作成するもので、高齢
者の福祉全般に関する計画です。
＜介護保険事業計画＞
　介護保険法第117条の規定により作成するもので、介護保
険の給付対象となるサービスの見込みなどを定める計画で
す。
■対象　市内に在住・在勤・在学の人
■計画（素案）の閲覧方法

・市ホームページに掲載
・窓口（本庁介護保険課介護保険班・各支所健康福祉

課）での閲覧
■募集期間　12月８日㈪～平成27年１月７日㈬
■意見の提出方法
　指定用紙（本庁介護保険課・各支所健康福祉課へ備付）
に住所・氏名・連絡先と本件への意見を記入し、郵送・ＦＡＸ・
持参いずれかの方法で提出してください（市ホームページか
らも提出できます）。
■その他

・電話によるご意見の提出はお受けできません。
・ご意見に対する個別の回答は行いません。
・ご意見の内容は、個人情報を除くなど適宜修正を加え

公表することがあります。
■問い合わせ・提出先

・本庁介護保険課介護保険班　☎955-1116／FAX955-1118

　経済産業省は、12月31日現在で、
全国一斉に工業統計調査を行いま
す。この調査は製造業の事業所が対
象となり、調査の結果は中小企業施
策や地域振興など、国および地域行
政施策のための基礎資料として利活
用されます。12月初旬から調査員が
調査票を持って伺いますので、ご回答をお願いします。
　なお、調査票へ記入していただいた内容は、統計作成の
目的以外に使用することは一切ありません。皆さんのご協力
をお願いします。
■問い合わせ先　

・本庁秘書企画課政策企画班　☎955-2692

赤磐市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画（素案）への意見募集

平成26年工業統計調査実施

平成26年12月1日から「児童扶養手当法」の
一部が改正されます
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　市では、9月1日から「消防団協力事業所表示制度」を開始
しました。
　「消防団協力事業所表示制度」とは、事業所の消防団活動
への協力を通じて、地域防災体制がより一層充実されること
を目的とした制度です。「消防団協力事業所」として認められ
た事業所は、市から交付される表示証を掲示し、表示証のマ
ークを自社のホームページなどで広く公表することができま
す。事業所のイメージアップにつながりますので、ぜひ、多く
の事業所の皆さんの参加をお待ちしています。
　申請および認定条件など詳しくは、お問い合わせください。

■問い合わせ先／消防本部消防総務課 ☎955-2245

消防団協力事業所表示制度

　市教育委員会では、平成27年度赤磐市社会教育関係団
体への登録希望団体を募集します。
　登録を希望する団体は、登録要件を満たすかどうか、事前
に確認の上、申請期間内に必要書類を提出してください。
■主な登録要件

・社会教育に関する事業を主として実施する団体である
ことが明記された規約を有すること。

・自己財源を有し、団体の運営が確実になされていること。
・団体の構成員は10人以上で、原則として赤磐市内に在

住、在勤又は在学していること。
・事務所を赤磐市内に有し、主たる活動の場が赤磐市内

であること。
・年間を通じて定期的な事業を過去１年以上継続してお

り、将来も継続できると見込まれること。
・会員相互の親睦交流を主な目的とする団体でないこと。

■必要書類
・申請書類一式
・団体の規約
・平成25年度決算書および事業報告書
・平成26年度予算書および事業計画書
・平成27年１月末現在の決算書および事業見込み書
・平成27年１月末現在の通帳の写しまたは残高証明書
・会員名簿（住所、役員名が明記されたもの）
・平成26年度総会資料
・実施事業の成果物と実施状況の分かる写真

■申請期間　平成27年２月２日㈪～27日㈮
■問い合わせ先・提出先

・教育委員会社会教育課　☎955-0783

■募集団地
　▶団地名／安岡（坂辺1055-18）
　▶戸数／３戸　　▶規格／4LDK（鉄骨２階）
　▶家賃月額／50,000円

■募集期間　12月1日㈪～15日㈪
■申込方法　
　入居申込書の内容を確認しますので、原則、入居申込書
は本人または家族の人が赤坂支所産業建設課へご持参く
ださい。
※申込者多数の場合は抽選となります。
■問い合わせ・申し込み先
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
■問い合わせ先
　・本 庁 都 市 計 画 課　☎955-1485
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1366

赤磐市特定公共賃貸住宅公募のご案内 「赤磐市社会教育関係団体」登録希望団体募集
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■リユース品として持ち込みできるもの例をご紹介します。
　残念ながらリユースできないものもありますので、お気軽にご相談ください。

○ リユース品として
　 持ち込みできるもの

雑貨類、汚れていない衣類、数がそろっている食器類、
簡単に直せる家具類・インテリア製品、壊れていないスポーツ・レジャー用品
書籍（雑誌などは対象外）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

× リユースできないもの 汚れのひどいもの、電気（電池）製品、修理できないもの　　　　　　　など
※リユース品として受け付けできないものは、粗大ごみシールなどが必要となる場合があります。

■リユースコーナーの今後の予定は、市ホームページなどでお知らせします。

12月1日㈪ リユース品の受付開始

リユースコーナーの受付時間は、
12月1日㈪以降の毎週 月・木・金曜日
午前10時から正午までと午後1時から4時までです。
※12月20日㈯から平成27年1月7日㈫は休みます。

2月上旬

リユース品の展示開始
※リユース品の受付時間内にご覧いただ
けます。抽選や入札の申し込みもこの
間に受け付けます。

展示するリユース品には、3つのタイプがあります。
①随時、無料でお渡しするもの
※お渡しする数を限定することがあります。
②抽選で、当選者に有料でお渡しするもの　
③入札で、最高額の入札者に有料でお渡しするもの

2月下旬 抽選会・入札会の開催開始 ②と③のリユース品について抽選や入札を行います。

■問い合わせ先／エコプラザあかいわ（赤磐市環境センター） ☎955-1560

「リユースコーナー」がオープン！
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エコプラザあかいわ

　「リユースコーナー」は、市民の皆さんから無償で提供された“リユース品”を、
展示や抽選などを経て、必要とする人にお渡しする窓口です。
　例えば、子どもの成長が早くて着られなくなった衣類や読み終わった本など、
ある人にとっては不要となったものでも、必要とする人に使ってもらうことで、ご
みの減量化を目指します。あなたもエコのことを考えてリユースしませんか？
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　１０月８日、厚生労働大臣表彰を受賞した吉井郷
土芸能伝承グループ四ツ葉の会代表の平尾妙子さ
んが市長を表敬訪問しました。
　この表彰は、福祉分野などのボランティア活動を
永年率先して行い、その功績が特に顕著であると
認められるものに対して贈られます。
　吉井郷土芸能伝承グループ四ツ葉の会は、平成４
年４月に発足し、地域内外の福祉施設、サロン、敬
老会などを訪問して交流を行い、高齢者の生きが
いを見いだすための活動を積極的に行っていま
す。最近では子どもを集めた「仔の葉の会」を結
成、子どもへの伝統芸能の伝承にも力を注いでい
ます。

福祉分野の活動に尽力
ボランティア活動に対する厚生労働大臣表彰

　１０月２０日、法務省で、人権擁護委員の井上和也
さんが法務大臣表彰を受賞しました。この表彰は、

永年にわたって人権擁
護活動を率先して行い、
その功績が特に顕著で
あったとして、贈られた
ものです。
　井上和也さんには、引
き続きなやみごと相談な
どの 人 権 擁 護 活 動にご
尽力いただきます。

永年の功績を讃えて…
人権擁護活動功労者に対する法務大臣表彰

　１０月１４日、中央公民館で「安全・安心まちづく
り旬間（１０月１１日～２０日）」にあわせ、自主防犯
団体の集いが開催され、市内の防犯ボランティアな
ど約50人が参加しました。
　集いでは、防犯功労者の表彰を行った後、岡山
シーガルズの浅津ゆうこ選手、香野晶子選手、黒河
亜紀選手が「安全・安心まちづくり宣言」を行い、
参加者は地域での防犯活動に対する決意を新たに
しました。続いて、岡山県犯罪のない安全・安心ま
ちづくり講師の橋本正一さんが「今わたし達は何を
すべきか！ ～特殊詐欺被害防止～」と題して講話を
行いました。その後、パトカー先導のもと青パトで
パレードを行い、街頭啓発活動を実施しました。
　一人ひとりが防犯意識を持ち、家庭・地域・職場
で、お互いの絆を深め、安全で安心して暮らせるま
ちづくりを推進しましょう。
　防犯功労者は次のとおりです。
【防犯功労者】（敬称略）
　加賀唯朗、今井純子、揚木功治、宮岡静孝、
　髙山義之、金山豊美、竹内義隆、松本政照、
　時本　潔、歳森正一、杉本宏正、大元和之、
　福本末男

みんなでつくる安全・安心なまち
自主防犯団体の集い
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　１０月５日、周匝の吉井川河川敷で第１７回コスモ
ス・案山子まつりが開催されました。
　約２㌔にわたるコスモスロードには２００万本余りの
コスモスが満開。市民が手作りした案山子も並び、
会場内をにぎわせていました。また、うらじゃ踊りや
傘踊りなどの伝統芸能の披露のほか、ヤマメの塩焼
きなどの露店もありました。当日はあいにくの曇り空
でしたが、市内外から訪れた人々は、コスモスや案
山子の写真を撮ったり、露店でおいしいものを食べ
たり、思い思いに楽しい時間を過ごしていました。
　毎年、その年の話題をさらった物や人物などの案
山子が並ぶこのお祭り。今年は有名スポーツ選手や
子どもたちに人気のアニメキャラクターなど数多くの
案山子が道行く人々の目を楽しませていました。

色あざやかなコスモスに囲まれて
第17回コスモス・案

か か し

山子まつり

　１０月１９日、第５回自転車散歩サイクリング大会
が開催されました。
　当日は市内外から自転車愛好家およそ２００人が
集い、往復２０㌔と３５㌔の２コースに分かれて秋晴
れの片鉄ロマン街道を駆け抜けました。
　スタート場所となった株式会社キャットアイ吉井
工場では、当工場の製品展示や赤磐市特産品の販
売も行われ、参加者はサイクリングを通して交流と
親睦を深めていました。

晴れやかに澄んだ秋空の下、爽快に走る
第5回自転車散歩サイクリング大会

　１０月２３日、秋季火災予防運動行事の一環とし
て、赤磐市消防団が防火ポスター審査会を開催し
ました。応募総数は６１６点あり、審査は市内の小・
中学校から選ばれた作品１２５点を対象に行われ、
優秀作品５点が選出されました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
○赤磐市長賞…長砂　桐麻（山陽東小学校６年）
○市議会議長賞…山野　凜果（桜が丘小学校５年）
○教育長賞…岩本　奈 （々山陽北小学校４年）
○消防長賞…松本　優也（磐梨中学校２年）
○消防団長賞…名越　 凛（桜が丘小学校２年）
○佳作…１２０点

もういいかい 火を消すまでは まあだだよ
防火ポスター審査会

＜消防長賞＞
松本優也さんの作品

＜市長賞＞
長砂桐麻さんの作品

＜消防団長賞＞
名越凛さんの作品

＜教育長賞＞
岩本奈々さんの作品

＜市議会議長賞＞
山野凜果さんの作品
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　９月２７日、中央公民館で赤磐市歴史まなび講座
第４回として講演会「国分寺と国府」が開催されま
した。
　この講演会は、備前国分寺が建立された時代に
ついて学習するために実施した連続講座「古代の
備前国」の最終回でした。古代山陽道から始まった
第１回講座から、古代山城、備前国府へと古代の赤
磐に迫り、最終回には古代寺院や役所の研究者で
ある島根大学法文学部の大橋泰夫教授から総括的
な講演がありました。当日は約１６０人の参加があ
り、市民の古代備前国への関心の高さがうかがえま
した。
　大橋教授は、出雲などの国分寺や国府を紹介し
ながら、備前国分寺の特徴を解説。通常、国分寺と
国府は近くにありますが、備前国の場合、国府は岡
山市内に想定されています。国分寺が建立された
赤磐の歴史を探求するには、備前国分寺跡や周辺
の遺跡の今後の調査・研究が期待されます。

古代備前国を学ぶ
講演会「国分寺と国府」を開催

10月30日、山陽小学
校の5年生64人が塩
見真澄さん（正崎）の
田んぼで、稲刈りを体
験しました。児童たち
は刈り取った稲を束
ね、昔ながらの千把（せんば）こきや足踏み脱穀機
を使って脱穀。初めての経験に、始めは苦労してい
る様子も見られましたが、何度も挑戦し、次第にコ
ツをつかんでいるようでした。

今 月 の 表 紙

▶早いもので２０１４年が終わろうとしています。広報の
担当になり、子どもたちの取材をする中で昔のことを思
い返すことが多くなりました。運動会で真新しい運動靴
で走り回る子どもを見て、私も同じタイミングで新しい
靴を買ってもらっていたなと思い出すのでした。（藤原）

▶小学生の稲刈り体験を取材しました。昔ながらの貴重
な米作り体験ができ、毎日食べているお米の大切さを改
めて学ぶことができたのではないでしょうか。今回収穫
したお米を使って「お米パーティー」を開く予定で、児童
たちは今から楽しみにしているようでした。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き

　１０月２３日、岡山市民会館で更生保護制度施行
６５周年記念岡山県大会が開催され、赤坂中学校
生徒会に第６４回“社会を明るくする運動”岡山県
推進委員会委員長感謝状が贈られました。この感
謝状は、毎年７月を強調月間として、法務省主唱に
より全国展開されている“社会を明るくする運動”
に協力した団体に贈られるものです。
　赤坂中学校生徒会は、長年にわたる保護司会や
更生保護女性会などと一緒に中学校校門でのあい
さつ運動や、“社会を明るくする運動”期間中に、
運動リーフレットなどの配布および“社会を明るく
する運動”について中学校、保護司会、更生保護
女性会との対話集会を開き、多くの意見交換を行
ったなどの積極的な活動が認められたものです。

積極的な活動が認められました
第６４回“社会を明るくする運動”
岡山県推進委員会委員長から感謝状
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読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
２月号は１２月１６日㈫が
記事の締め切りです。

　

10
月
25
日
、26
日
に
桜
が
丘
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
第
11
回
文
化

祭
」を
行
い
、多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
21
グ
ル
ー
プ
が
日
ご

ろ
学
ん
だ
作
品
を
展
示
し
、舞
台
部
門

で
は
21
グ
ル
ー
プ
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
楽

器
演
奏
な
ど
を
披
露
。
ま
た
、桜
が
丘

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
あ

り
、素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
大
き
な

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
11
回
文
化
祭
開
催

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
は
食
べ
物
の
テ

ン
ト
が
並
び
、餅
つ
き
の
実
演
販
売
や

う
ど
ん
、パ
ン
、焼
き
芋
な
ど
を
買
い
求

め
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
は
ジ
ャ
ズ
演
奏

を
聴
き
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

文
化
祭
を
通
じ
て
、地
域
の
人
々
と

の
交
流
の
場
と
し
て
今
年
の
テ
ー
マ

「
な
ご
み（
和
）
」の
目
的
を
十
分
達
成

で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

投稿

　

ソ
ロ
活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、オ
レ

ン
ジ
レ
ン
ジ
、石
川
さ
ゆ
り
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
演
で
も
絶

賛
を
博
し
て
い
る
、今
を
と
き
め
く
浅

野
祥
の
津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
。
ゲ
ス
ト

出
演
者
と
し
て
山
部
泰
嗣（
倉
敷
天
領

太
鼓
）
を
迎
え
て
開
催
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
14
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
15
分

浅
野
祥 

津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ

◆
場
所
／
中
央
公
民
館 

大
集
会
室

◆
参
加
費
／
２
千
円（
当
日
２
５
０
０

円
）４
歳
以
上
、大
人
子
ど
も
同
額

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
（
町
苅
田
３
２
４
）

　

☎（
９
５
６
）３
７
０
０

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（1月・2月生ま
れ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却
はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥
電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単な
コメント（30字程度） を添えてください。締め切りは12月16日㈫ま
でです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

福
ふくはら

原　蓮
れん

 くん

（山陽7）
平成23年11月12日生まれ

これからも
れんれん

元気に育ってね♥

お母さんの
絵理さんから

細
ほそかわ

川 陽
は る き

生  くん

（松木）
平成24年11月15日生まれ

食べることが
大好きな陽くん。
元気にたくましく

育ってね。

お父さんの
弘貴さんから

牧
ま き た

田 明
あ す み

日美  ちゃん

（山陽5）
平成23年12月19日生まれ

いつも明るい
笑顔をありがとう。

お手伝いもできるように
なったね。これからも

よろしくね!!

お母さんの
亜紀さんから

土
ど え

江 ちなみ ちゃん

（周匝）
平成25年11月6日生まれ

２人のお兄ちゃんと
仲良く、元気いっぱい
明るいちなみちゃんが
みんな大好きです！！

お父さんの
勝也さんから

吉
よしむら

村 陽
よ う の す け

之助  くん

（岩田）
平成23年12月22日生まれ

やんちゃで電車大好き！
優しい言葉を

かけてくれるわが家の
癒しです。

お父さんの
孝史郎さんから

三
み た に

谷 琉
りゅうせ

瀬 くん

（河本）
平成25年11月6日生まれ

琉ちゃんの笑顔の
おかげで毎日幸せだよ♥

お兄ちゃんと仲良く
遊ぼうね。

お母さんの
真輝子さんから

いつもかわいい
寝顔と笑顔で

いやされています。
幸せをありがとう♥

お母さんの
未枝さんから

原
は ら だ

田 彰
あきひろ

宏  くん

（桜が丘東1）
平成25年12月2日生まれ

大
だ い ら

良 虹
に こ

心 ちゃん

（山陽7）
平成23年12月25日生まれ

にこにこ笑顔
いつもありがとー♥
元気に成長中☆彡

お母さんの
梨加さんから

山
やまぐち

口 蓮
れ ん か

華 ちゃん

（桜が丘東1）
平成25年12月28日生まれ

蓮ちゃんの笑顔は、
世界一。その笑顔で、

みんなを幸せにしてね。
ありがとう。

お母さんの
香奈さんから
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編
集
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発

行
／

赤
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市
役

所
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秘
書

企
画

課

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

35

熊
山
英
国
庭
園
を
盛
り
上
げ
て

地
域
を
明
る
く
元
気
に

　
10
月
25
日
・
26
日
、
熊
山
英
国
庭
園
で

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
中
央
の
広
場

で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
ほ
か
、
本
格

的
な
フ
ル
ー
ト
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
催
し
が
次
々
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
園
内
の
建
物
で
は
地
元
愛
好
家
が
自
慢

の
写
真
や
絵
な
ど
を
展
示
し
、
野
菜
な
ど
の

特
産
物
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気
。
訪
れ
た
多

く
の
人
々
は
、
愛
ら
し
い
秋
の
草
花
と
ほ

ん
の
り
ピ
ン
ク
色
を
し
た
建
物
に
囲
ま
れ
、

や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
熊
山
英
国
庭
園
は
、
平
成
12
年
に
、

旧
小
野
田
小
学
校
の
敷
地
を
活
用
し
て
開

園
し
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
な
造
り
の
校
舎
を

大
切
に
保
存
し
、
優
雅
な
オ
ー
ル
ド
ロ
ー

ズ
を
中
心
に
四
季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め

る
憩
い
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
と

し
て
、
地
域
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
年
に
３
回
、
今
回
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
熊
山

英
国
庭
園
活
性
化
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
旧
小
野
田
小
学
校
学
区

内
の
区
長
な
ど
、
お
よ
そ
10
人
の
皆
さ
ん
。

「
熊
山
英
国
庭
園
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」「
地
域
を
明
る
く
元
気
に
し

た
い
」
と
平
成
22
年
４
月
か
ら
こ
の
委
員
会

の
前
身
と
な
る
活
動
を
開
始
。
会
長
の
石

熊
山
英
国
庭
園
活
性
化
委
員
会

原
純
さ
ん
は
、「
出
演
者
や
観
客
の
皆
さ
ん

か
ら
『
楽
し
く
演
奏
で
き
て
良
か
っ
た
』『
す

ば
ら
し
い
演
奏
な
ど
が
聞
け
て
感
動
し
た
』

と
い
う
声
が
聞
け
て
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
る
」
と
生
き
生
き
と
語
り
ま
す
。

た
だ
、
時
に
は
ど
う
す
れ
ば
さ
ら
に
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
か
を
考
え
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
。「
皆
さ
ん
か
ら
、
も
っ
と
こ
う
し

て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
。
み
ん
な
で
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
語
る
言
葉
に
は
、
地
域
を
愛
す

る
力
強
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
年
末
に
は
、
12
月
20
日
㈯
午
後
５
時
か

ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

も
あ
り
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜

の
庭
園
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
た
ち
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
か
も
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
熊
山
英
国
庭
園
管
理
事
務
所

　
☎
（
９
９
５
）
９
３
０
０

広
報

あ
か

い
わ
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